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1 取り付けられているドライブの確認 


コンピュータに取り付けられているドライブを表示するには、に夕ート]一 [コン ピュータ ー] の順に選 
択します。 


鞍 を記： Windows ® には、コンピュータのセキュリティを高めるためのューザアカウント制御機能が 
含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を変更などを 
行うときに、ユーザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しくは、[ヘル 
プとサポート]を参照して〈ださい。 
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2 ドライブの取しパ及い 


ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取り扱いにはを意が必要です。ドライブの取り巧 
いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


A ;ま意： コンピュータやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点にを意してくださ 
い。 

外付けハードドライブに接続したコンピュータをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、 
事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外して 
ください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取りあい、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピュータの電源を切ります。コンピュータの電源が切れているかハ 
イバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュータの電源を入れ、次にオペレーティン 
グシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイじ巧乂するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み化理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブにミ先剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナなどを吹 
きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に4困包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使ってチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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3 オプティカルドライブの使用（一部のモ 
デルのみ） 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一 [コン ピューター ] の順に選択します。 

コンピュータに取り付けられているオプティカルディスクドライブの種類が表示されます。 
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オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) の使用 

DVD - ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および 
BD ) に対応しています。これらのディスクは、音楽、写真、動画などの情報を保をします。 DVD お 
よび BD は、 CD より大きい容量を巧うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。オプティカル 
ドライブがブルーレイディスク （ BD ) ドライブである場合は、 BD を読み取ることもできます。 


敷を 記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていな 
い場合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが下記の一覧に記載されている 
わけではありません。 


な下の表に示すように、一部のオプティカルドライブでは、オプティカルディスクへの書き込みも 
できます。 


オプティカルドライブの種類 

CD-RW へのまき込 
み 

DVD へのまき込み* 

LightScribe CD ま 
たは DVD へのラべ 
ルの書き込み 

BD - R/RE へのまき 
込み 

DVD - ROM / CD-RW コンボドラ 
ィブ 


可 

不可 

不可 

不可 

Ugh に cribe スーパーマルチ DVD 
±RW コンボドライブ （2 層記録 
( DL ) 対応） 


可 

可 

不可 

不可 

Ugh に cribe スーパーマルチ DVD 
±RW ドライブ （2 層記録 
( DL ) 対応） 


可 

可 

可 

不可 

BD ROM DVD±RW スーパーマ 
ルチドライブ （2 層記録 CDL ) 
対応） 


可 

可 

不可 

不可 

BD R/RE DVD±RW スーパーマ 
ルチドライブ （2 層記録 CDL ) 
対応） 


可 

可 

不可 

可 


* DVD への書き込み （ DVD + RD し DVD + RVWR および DVD-RAM メディアを合む) 
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正しいディスクの選択 （ CD 、 DVD 、 および BD ) 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) に対応しています 。 CD 
はデジタルデータの保存に使用されますが、商業巧のオーディオ録音にも使巧されています。また、 
データの保管先として個人的にも巧巧できます。 DVD および BD は、主に動画やソフトウェア、デー 
夕のバックアップのために使用します。 DVD および BD は CD と同じ形態ですが、 CD よりはるかに 
大きい容量を扱うことができます。 


鞍を 記： お使いのコンピュータに取り付けられているオプティカルドライブによっては、この項目で 
説明している一部のオプティカルディスクに対応していない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (追記型）ディスクを使用して永続的なアーカイブを作成し、誰とでもファイルを共有できま 
す。通常は、な下の用途で使用します。 

• 大きなプレ ゼンテーシヨンの 配布 

• スキャンしたデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などを永続的なアーカイブとして保巧 

• ファイルを移動してハードドライブを解放し、ディスクの空き領域を増やす 
データを記録した後は、データの削除や上書きができません。 

CD-RW ディスク 

CD - RW ディスク（再書き込み可能な CD ) を使巧すると、頻繁に更新する必要のある大きなプロジェ 
クトを保巧できます。通常は、な下の巧途で使巧します。 

• 大きな文書やプロジェクトファイルの展開と保を 

• 作業ファイルの運搬 

• ハードドライブファイルの過次バックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの連続更新 

DVD±R ディスク 

DVD ± R ディスクは、大量の情報を恒久的に保存するときに使巧します。データを記録した後は、 
データを削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

レ: i 前に保存したデータの削除や上書きをする必要がある場合は、 DVD + RW ディスクを使巧します。 
このディスクは、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD に書き込む前の才一 
ディ オまたは ビデオ録画のテス 卜に最適です。 

LightScribe DVD+R ディスク 

Ugh に cribeDVD + R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
用します。このディスクはほとんどの DVD - ROM ドライブやセットトップ DVD ビデオプレーヤで読 
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み取ることができまず。 LightScribe が有効なドライブと LightScribe ソフトウエアを使用すると、ディ 
スクにデータを書き込むだけでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加することもできま 
す。 

ブルーレイディスク （ BD) 

BD は、 HD 対応動画などのデジタル情報を保巧するための高密度オプティカルディスクフォーマツ 
卜です。1枚の1層式 BD で 25 GB まで保存でき、これは 4.7 GB の1層式 DVD の5倍な上です。2 
層式の BD では1枚で50 GB まで保巧でき、これは 8.5 GB の2層式 DVD の6倍近くになります。 

通常は、な下の用途で使用します。 

• 大量データの保存 

• HD 対応動画 

• ビデオゲーム 


m を記： ブルーレイは新しい技術を採用した新しいフォーマツ トのため、 ディスク、デジタル接続、 
互換性、およびパフォーマンスに関する問題が発生する可能性がありますが、製品自体の欠陥ではあ 
りません。すべてのシステムで問題なく巧生できるという保証はありません。 
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CD 、 DVD または BD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態じします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

鞍 を晶 n — ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設定していない場合は、な下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログ 
ボックスが開きます。メディアのコンテンツ（内容）をどのように扱うかについての選択をホめられ 
ます。 


を を記： 最適な状態で使用するため、 BD の再生中は AC アダプタを外部電源に接続していることを 
確認してください。 
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自動再生の設定 

1. [スタート]一[既定のプログラム]一[自動再生の設をの変更]の順に選択します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使う]チェックボックスにチェックが入っていること 
を確認します。 

3. [既定を選択する]をクリックして、表示されている各メディアの種類に巧して使巧可能なオプシヨ 
ンの1つを選択します。 

4. [保存]をクリックします。 

敷 ま記 . 自動再生について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 
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著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたものを 
許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピュータをそのような目的に使用 
しないでくださし、。 


A を意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐために、な下のガイドラインを参考にしてください。 

ディスクに書き込む前に、 コン ピュ ータ をまをした外部電源に接続してください。 コン ピュ ータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用するディスクソフトウェアな外で開いているすべてのプログラムを閉 
じます。 


コピー元のディスクからコピーホのディスクに、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クに直接コピーしないでください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないで〈ださい。書 
き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

鞍を 記： コンピュータに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元 
の説明書を参照してください。これらの説明書は、ディスクに収録されていたり、ソフトウェアのへ 
ルプに含まれていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提供されていたりする場合が 
あります。 
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CD、DVD または BD の コピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ Roxio ] (ロキシオ）一 [Creator Business ] (クリエイタビ 
ジネス）の順に選巧します。 


鞍を 記： [ Roxio ] を使巧するのが初めての場合は、この処理を完了する前にプログラムの巧用許諾 
契約に同意する必要があります。 

2. ち側のパネルで、 [ディスクの コピ ー] をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面右下の [ディスクのコピー] をクリックします。 

コピー元のディスクが読み取られ、そのデータがハードドライブの一時フォルダにコピーされま 
す。 

5. 指示が表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空のディ 
スクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 

敷 を南 T BD への書き込み中はコンピュータを動かさないでください。 
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CD 、 DVD 、 または BD の作成または「書き込み」 


A を意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、 
録音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する 
行為です。コンピュータをそのような目的に使用しないでください。 


お使いのコンピュータに CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD ± RW 、 または BD R / RE のオプティカルドライブ 

が搭載されている場合は 、 [Windows Media Player ] または [Roxio Creator Business ] などのソフトウェ 

アを使用して、 MP 3 や WAV 音楽ファイルなどのデータや才ーディオファイルを書き込むことができ 

ます。 

CD 、 DVD 、 または BD に書き込むときは、な下のガイドラインを参考にしてください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD - R や DVD - R は、情報をコピーした後は変更できないため、通常は才ーディオファイルの書 
き込みに最適です。 

• 家庭のステレオや力ーステレオによっては CD - RW を再生できないものもあるため、音楽 CD の 
書き込みには CD - R を使用します。 

• CD - RW や DVD - RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• 通常、家庭用のシステムで使巧される DVD プレーヤは、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、お使いの DVD プレー 
ヤに付属している製造元の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイル形式よりファイルのサイズが小さく、 MP 3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤ 
または MP 3 ソフトウェアがインス I ルされているコンピュータでのみ再生できます。 

• BD への書き込み中はコンピュータを動かさないで〈ださい。 

CD 、 DVD 、 または BD にデータを書き込むには、な下の操作を行います。 

1. 書き込み元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空のディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成するディスクの種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート] をちクリックしてから [エクスプローラーを開く] をクリックし、元のファイルを保存 
したフナルダに移動します。 

6. フォルダを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み処理を開始します。 

手順について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書はソフ 

トウエアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、製造元の Web サイトで提供されていた 

りする場合があります。 
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CD 、 DVD または BD の取り出し 

ディスクトレイが正しく開くかどうかに応じて、ディスクを取り出す方法は2通りあります。 

ディスクトレイが開く場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 



か 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 
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3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

教 を記: トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



广 

— 〇 


4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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再生の中断の予防 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端の方に向かってがいてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電器店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを巧生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーションまたはスリープを開始しないでください。開始する場合、 
続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックするとな下のようになります。 

。 巧生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[巧生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してからの再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

プリンタやスキヤナなどの外付けデバイスの電源を切ります。これによってシステムリソース 
が解放され、再生パフナーマンスが向上されます。 

• デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単 
じ見分けられないため、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げても、 
動画の再生時の色の違いは気にならないでしょう。 

1. デスクトップの空いている場所を右クリックして、[画面の解像度]を選択します。 

2. 睛細設讶一[モニター]タブの順に選択します。 

3. 設定がまだされていない場合は、[中 （16 ビットリをクリックします。 

4. [0 のをクリックします。 
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DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されたファイルが含まれているほとんどの DVD には、地域コードも含まれています。 
地域コードは、世界的なレベルで著作権を保護します。 

DVD の地域コードが、お使いの DVD ドライブの地域設をと一致する場合にのみ、その地域コードが 
含まれている DVD を巧生できます。 


A ミ主意： DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設をになります。 
ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 


オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選択します。次に、[シス 
テム]領域で[デバイスマネージャー]をクリックします。 


歐ま 記. Windows じは、コンピュータのセキュリティを高めるためのューザアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定 
変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。 
詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


2. [ DVD / CD - ROM ドライブ]の横の矢印をクリックして一覧を展開し、取り付けられているドライ 
ブをすべて表示します。 

3. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

4. [ DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

5. [〇のをクリックします。 
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4 外付けドライブの使用 


外付けのリムーバブルドライブを巧巧すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が化大されます。 USB ドライブを追加するには、コンピュータまたは別売のドッキングデバイスの 
USB コネクタに接続します。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプタを装備したハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD - ROM / CD-RW コンボドライブ 

• DVD+RW および CD-RW コンボドライブ 

• DVD±RW および CD-RW コンボドライブ 

鞍 を南 T 必要なソフトウエアやドライバ、および使巧するコンピュータのコネクタの種類について詳 

しくは、デバイスにイ寸属の説明書を参照してください。 

外付けドライブをコンピュータにお結するには、な下の操作を行います。 

A を意: 装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なドライブをち続するときは、ドライブの電 
源コードを差し込んでいないことを確認してください。 

1. ドライブを コン ピュータに接続します。 

2. 別電源が必要なドライブを接続した場合は、ドライブの電源コードを、接地した外部電源のコン 
セントに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要な外付けドライブを取り外すときは、ドライブの電源を切り、コンピュータからドライ 
ブを取り外した後、ドライブの外部電源コードを巧きます。 
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5 [HP 3 D DriveGuard ] の使用 


[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要求を停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピュータを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピュータを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


歐 を記： オプションのドッキングデバイスに装着されているハードドライブや USB コネクタで接続 
されているハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 

ソリッドステートドライブには回転する部分がないため、 [HP 3 D DriveGuard ] で保護する必要はあり 
ません。 


詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアのヘルプを参照して〈ださし、。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピユータのドライブランプがオレンジ色にを化して、ドライブが停止していることを示します。 
ドライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]一[コント □- 
ルパネル]一[ハードウエアとサウンド] 一 [Windows モビリティセンター]の順に選択します。 

• ソフトウてアが有効の場合、緑色のチてックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 


• ソフトウ X アが無効の場合、ホ色の X がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


W を記： [モビリティセンタ]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合があります。 
状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効にする必要 
があります。 


通知領域のアイコンを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順に選 

択します。 


腎を 記： [ユーザーアカウント制御 I のウィンドウが表示されたら、[はし、]をクリックします。 

2. [システムトレイ上のアイコン]の行で、[表示]をクリックします。 

3. [0 のをクリックします。 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合、コンピュータはな下の状態になります。 

• シャットダウンができない 

• 次に示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーシヨンを開始できない 


野 を記 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止されたときでも、コンピュータがバッテリ 
電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になると、ハイ/《ネーシヨンを開始できる 
ようになります。 


コン ピュータを移動する前に、完全にシャツ ト ダウンさせるか、 ス リープまたは ハイ バネーシヨンを 
開始することをおすすめします。 
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[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアを使用することで、な下のことが行えます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] の有効/無効を設ミする。 

野 を記： ユーザの権限によっては、 [HP 3 D DriveGuard ] の有効/無効を切り替えられない場合があ 
ります。なお、 Administrator グループのメンバは Administrator な外のユーザの権限を変更でき 
ます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウエアの起動または設をの変更を行うには、な下の操作を行います。 

1. モビリティセンタでハードドライブアイコンをクリックして、 [HP 3 D DriveGuard ] ウィンドウ 
を開きます。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順に選 

択します。 

野 を記:一 [ユーザーアカウント制御]のウィンドウが表示されたら、[はし、]をクリックします。 ~ 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 のをクリックします。 
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6 RAID のサポート 


このコンピュータは、データを複数のシリアル ATA ( SATA ) ハードドライブに保巧できる RAID 
(Redundant Array of Independent Disks ) と呼ばれる巧術に対応しています。詳しくは、 RAID のュー 
ザガイドを参照してください。ューザガイドにアクセスするには、[スタート]一[ヘルプとサポート] 
一[ューザガイド]の順にクリックします。一部のモデルに付属している 『 UserGuidesJl (ューザガイ 
ド）ディスクにも収録されています。 
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7 ハードドライブパフオーマンスの向上 


[ディスクデフラグ]の使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフナルダを集めてより効率よく作 
業を実行できるようになります。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選択します。 

2. [ディスクの最適化]をクリックします。 


鞍 ま記. Windows には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント制御機 
能が含まれています。アプリケーシヨンのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳し 
くは、 Windows のナンラインヘルプを参照してください。 


詳しくは、[ディスクデフラグ]のヘルプを参照してください。 


[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーン アップ] を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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8 ハードドライブの交換 


A ;ま意： データの消失やシステムの応答停止を防ぐには、な下の操作を行います。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、 コン ピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。コン ピュータの電源が入っているときや、 ス リープまたはハイバネーシ ヨン 状態のときには、 
ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタン 
を押してコンピュータの電源を入れます。次に、オペレーティングシステムの通常の手順でシャット 
ダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータに接続されている外付けハードウエアデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードを巧きます。 

5. コン ピュータのハードドライブベイが手前を向くようにして コン ピュータを裏返し、安定した 
平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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8. ハードドライブカバーを持ち上げて、 コン ピュータから取り外します（2)。 





9. ハードドライブのネジ （1) を緩めます。 

10. ハードドライブタブを左方向に引いて（2)、ハードドライブの固定を解除します。 

11. ハードドライブを持ち上げて（3)、ハードドライブベイから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードド'ライブタブをち方向に引いて （2) 、ハードドライブを固定します。 
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3. ハードドライブのネジ （3) を締めます。 



4. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピュータのくぼみに合わせます（1)。 

5. カバーを元に戻します（2)。 

6. ハードドライブカバーのネジロ）を締めます。 
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9 アップグレードベイ内のドライブの交換 


アップグレードベイには、ハードドライブまたはオプティカルドライブのどちらかを格納できます。 

ハードドライブの交換 

A を意: — 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、な下の点にミ主意してください。 

アップグレードベイからハードドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。 コンピュータの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨンの状態のときには、 
ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピュータの電源が切れているのかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャット 
ダウンします。 

ハードドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータにち続されている外付けハードウ；!:アデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピュータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピュータを裏返し、ま定した平らな場所に置 
きます。 

6. バッテリをコンピュータから取り外します。 

7. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 
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8. マイナスのネジ回しを使用して、つまみをそっと押し込んでハードドライブの固定を解除します 

(2)。 



9. ハードドライブをアップグレードベイから取り出します。 
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アップグレードベイにハードドライブを装着するには、な下の操作を行います。 
1. アップグレードベイにハードドライブを巧入します。 
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オプティカルドライブの交換 

A を意:一 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、な下の点に;ま意してください。 

アップグレードベイからオプティカルドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンし 
てください。コンピュータの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のとき 
には、オプティカルドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピュータの電源が切れているのかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャット 
ダウンします。 

オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータに接続されている外付けハードウエアデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピュータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピュータを裏返し、を定した平らな場所に置 
きます。 

6. バッテリをコンピュータから取り外します。 

7. アップグレードベイのネジけ）を緩めます。 

8. マイナスのネジ回しを使巧して、つまみをそっと巧し込んでオプティカルドライブの固定を解 
除します（2)。 
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9. オプティカルドライブをアップグレードベイから取り外します。 



オプティカルドライブをアップグレードベイに装着するには、な下の操作を行います。 
1. オプティカルドライブをアップグレードベイに挿入します。 



2. アップグレードベイのネジを締めます。 
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10 トラブルシューテイング 


コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

コン ピュータがオプティカルドライブを検出しない場合は、[デバイスマネージヤ ー] を巧巧してデバ 
イスの問題を解ホし、デバイスドライバを更新、アンインストール、または口ールバックします。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] の順に選択します。次に、 [シス 
テム] 領域で [デバイスマネージヤ ー] をクリックします。 

3. [デバイスマネージヤ ー] ウィンドウで、 [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の矢印をクリックして一 
覧を展開し、取り付けられているすべてのドライブを表示します。オプティカルドライブの一 
覧を確認します。 

4. 表示されているオプティカルドライブをちクリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバソフトウェアの更新 

• 無効化 

• アンインス！ル 

• ハードウェアの変更をスキヤンする。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられて 
いるハードウェアを検出し、すべてのハードウ；!:アに対して必要なドライバをインストール 
します。 

• [プロパティ] をクリックして、デバイスが正しく動作しているかどうかを確認します。その 
後、状況に応じてな下の操作を行います。 

。 問題の解決ちまに役立つ、デバイスについての詳細情報を [プロパティ] ウィンドウで確 

認します。 

。 デバイスのドライバの更新、口ールバック、無効化、またはアンインストールを行う 
には、 [ ドライ/く一]タブをクリックします。 
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新しいデバイスドライバが必要な場合 

Microsoft® デバイスドライバの入手 

[Windows Update] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この機能は、 
ハードウェアドライバ、 Microsoft のナペレーティングシステム、およびその他の Microsoft 製品に関 
する更新を自動的に確認し、インストールするように設をできます。 

[Windows Update] を使巧するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Windows Update ] の順にクリックします。 

野 を記： [Windows Update] がまだ設定されていない場合は、更新チ:！:ックの前に設定を入力する 
よう求めるメ ッセー ジが表示されます。 

2. [更新プログラムの巧副をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

HP デバイスドライバの入手 

HP の Web サイトを使用して HP デバイスドライバを入手するには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザを開き、 htt[3://www.hp.com/support/ を表示します。 

2. 国または i 也域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを巧し、画面の説明に沿って操作します。 
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オプティカルディスクが再生されない場合 

1. [スタート]一[既定のプログラム]一[自動再生の設をの変更]の順にクリックします。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使う]チェックボックスにチェックが入っていること 
を確認します。 

3. [保存]をクリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• おほいのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクにイ寸属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく巧入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ ー] の [ DVD/CD-ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスの 
ドライバを巧インストールします。 


DVD を [Windows Media Player ] で再生したときに音や画面が 
出ない場合 

コンピュータにプリインストールされている [WinDVD] を使巧して、 DVD を再生してください。 
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